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引張試験で得られる引張強さは製品の安全設計に用いられる重要な指標のひとつである。引張強さは試験条件

によって変化する可能性があるため、引張強さに影響を及ぼす試験条件を予め把握することが重要である。本研

究では、引張速度および試験片の採取方向を変化させた種々の条件で高張力鋼板の引張試験を行った。その結果、

引張速度の上昇に伴い、引張強さが大きくなった。また、試験片の長手方向が圧延方向に対して0°、45°、90°

となるにつれて、引張強さは大きくなった。これらの試験条件によって引張強さが変化することから、引張試験

を行う際は、目的に応じて適切な試験条件設定をすることが重要である。
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１ はじめに

引張試験とは、材料に引張荷重を付与し、その材

料の強度や変形特性を調べるための試験である。引

張試験では、様々な物性値（引張強さ、伸び、耐力、

ヤング率など）を得ることが出来るが、その中でも、

製品設計における指標としてよく用いられる引張

強さは、重要項目のひとつである。この引張強さは、

引張速度や試験片の採取方向、材料温度、試験片の

加工方法（切削加工またはレーザ切断など）によっ

て変化する可能性がある。

特に引張速度は、範囲に関する規定が JIS に書か

れていることから、試験結果に与える影響を把握し

ておく意味は大きいと考える。試験片採取方向につ

いては、製品規格や注文書に従うよう JIS に記載さ

れているが、試験条件設定の際に見落とされがちな

項目である。

そこで本報では、この引張速度と試験片採取方向

が引張強さへ与える影響について明らかにするこ

とを目的とした。

２ 方法

2.1 試験片と試験機

試験片材質は高張力鋼板 SPFC980 とし、形状は

JIS Z 2241 で規定されている５号試験片（板状：平

行部長さ 60mm、 原標点距離 50mm、 厚さ 1mm）とし

た｡ 図１に示すように、圧延方向に対して試験片長

手方向（引張方向）が 0°、45°、90°となるよう

に切り出した３種類の試験片を用いた。 試験機は、

精密万能試験機 AGX-100kNV（㈱島津製作所製）を用

いた。

2.2 引張強さに及ぼす引張速度の影響

2.1 節の３種類の試験片について、クロスヘッド

変位速度から求めた推定ひずみ速度を 0.0006、

0.003、 0.006、 0.06 s-1 に設定し、引張試験を行っ

た。試験中の最大試験力を、平行部の初期断面積で

除して、引張強さを算出した。
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図１ 試験片採取方向
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2.3 引張強さに及ぼす試験片採取方向の影響

2.1 節の３種類の試験片について、推定ひずみ速

度 0.006s-1 で引張試験を行った。各試験片２本ずつ

試験を実施した後、2.2 節と同様に引張強さを算出

し、2回の平均値を求めた。

３ 結果および考察

3.1 引張強さに及ぼす引張速度の影響

図２に、引張強さに及ぼす引張速度の影響につい

て調査した結果を示す。結果から、引張速度の上昇

に伴い引張強さが大きくなることがわかった。その

他の材料でも、ひずみ速度上昇に伴って引張強さが

上昇することが報告 1) 2)されており、今回も同様の

傾向となった。

例えば JIS Z 2241 では、引張強さを測定する際

は推定ひずみ速度 0.008 s-1 以下で試験を行うよう

規定されているため、JIS に準じた試験を行う場合

は規定から逸脱しないよう注意が必要である。一方

で、JIS に依らずに、製品使用状況を想定してひず

み速度を見積もり、それに近い条件で試験を行うこ

とも有効であると考える。

3.2 引張強さに及ぼす試験片採取方向の影響

図３に、引張強さに及ぼす試験片採取方向の影響

について調査した結果を示す。

引張方向が板材の圧延方向に対して、0°、45°、

90°と大きくなるに従い、引張強さが大きくなった。

引張強さに及ぼす試験片採取方向の影響について

は、アルミニウムなどの他の材料では、異なる傾向

になることも報告 3)されており、結晶構造や結晶方

位の違いが原因であると考えられている 4)。

このように、引張方向によって引張強さは変化す

るので、製品に対してどの方向にどのくらいの強度

が必要かを考慮し、試験片採取方向を検討すること

が望ましい。

４ まとめ

高張力鋼板 SPFC980 の引張試験結果から、次のこ

とが明らかとなった。

1) 引張速度の上昇に伴い引張強さは大きくなる

2) 試験片長手方向(引張方向)と板材圧延方向のな

す角が大きくなるほど、引張強さは大きくなる

このように、引張速度や試験片採取方向が引張強

さに影響を及ぼすことが確かめられた。従って、引

張試験を行う際は、引張速度や試験片採取方法につ

いて事前に検討をし、適切に条件設定をすることが

重要である。
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図３ 引張強さに及ぼす試験片採取方向の影響

プロットは N=2 の平均値。エラーバーは標準偏差。
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図２ 引張強さに及ぼす引張速度の影響
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